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調査地点：聖籠町真野 園芸研究センター 対象樹種：もも トラップ種類：粘着型・ＳＥ

 発生生態と防除のポイント

 年５回の発生で、成虫で越冬する。５月上旬頃から加害を始め、ほぼ１か月毎に世代を繰り返すが、夏以降は
世代の重なりがある。

 薬剤散布時期は、第１世代では４月下旬～５月上旬、第２世代は６月上中旬、第３世代は７月上旬、第４世代以
降は８月上旬及び８月下旬～９月上旬である。

 フェロモントラップの誘殺消長から薬剤散布適期が推定でき、誘殺最盛日から散布適期までの日数は、越冬世
代は約１５日後、第１世代は約１０日後、第２世代以降は約７日後である。

 ７月以降は世代が入り混じって薬剤の防除効果があがらない場合が多いので、第１～２世代幼虫のふ化時期を
重点に防除する。
 隣接園からの成虫飛来もあるので共同防除を行うことが望ましい。

調査地点：田上町中島 対象樹種：もも トラップ種類：粘着型・ＳＥ

注１） 平年は、２００９年～２０１８年の平均。
注２） グラフ横軸のローマ数字は調査月を表す。
注３） グラフ縦軸は誘殺頭数により自動調整されるため、調査地点毎に最大値が変わる可能性がある。

令和元年１０月１日新潟県病害虫防除所


